
土木学会論文集特集号（舗装工学）投稿要項 
 

 (2023 年 6 月 20 日改訂版) 

 舗装工学委員会  

  

1. 投稿者  
(1) 投稿資格  

投稿者は土木学会会員，非会員を問いません．  
(2) 注意事項  
当該年度の舗装工学講演会講演集に掲載された講演原稿の内容に，舗装工学講演会の討議やそ

の後の知見を加え，論文あるいは報告として適切な内容とした原稿であり，掲載された講演原稿

の著者を投稿責任者とすること．また，原稿は著者個人の名で提出すること． 

共同著作された論文の著作権は，著作がなされた時点で氏名が掲げられた複数の著者に共有さ

れます．このため著者名の表示変更（著者の順番，corresponding author の変更を含む）は認められ

ません．したがって査読中に著者表示に関わる変更があった場合には，論文は著者取り下げして

いただきます． 

  

2. 原稿提出先  
原稿の PDF ファイルを土木学会論文集特集号用の Editorial Manager（以下，投稿システムとい

う）により提出してください．なお，原稿の提出は corresponding author が行い，corresponding 
author は原稿が審査を経て最終的に掲載されるまで，責任を持って対応してください． 

  
3. 原稿提出期限  

別途，舗装工学論文集編集小委員会ウェブページに掲載する土木学会論文集特集号（舗装工

学）の募集案内に記載します．提出期限を過ぎた原稿は一切受け付けません． 

  
4. 投稿原稿  
 著者は土木学会倫理規定（土木技術者の倫理規定）を遵守し，以下と併せて別途定める土木学

会論文集の倫理基準に従って論文を作成しなくてはなりません．倫理基準は土木学会論文集編集

委員会の Web ページ（https://committees.jsce.or.jp/jjsce/j_post）にて確認してください． 
 
4.1 募集課題および投稿区分  

募集する課題は，次のとおりです．  
・舗装に関する構造評価，路面評価，セメント系舗装，アスファルト系舗装，点検・調査・計

測，維持・修繕，舗装マネジメントシステム，舗装材料，路床・路盤，寒冷地舗装，ICT，

橋面舗装  
  

投稿原稿の区分および内容は次のとおりとします．  
［論文］  
・舗装に関する理論的または実証的な研究・技術成果，あるいはそれらを統合した知見を示

すものであって，独創性があり，論文として完結した体裁を整えていること．  
［報告］  
・舗装に関する調査，計画，設計，施工，現場計測などの報告で，技術的・工学的に有益な

内容を含むもの．  
・論文としての体裁の整わないものであっても新しい研究・技術成果を述べたもの．  

［研究ノート］  
・舗装に関する実験・実測データや新しい数表・図表などで，論文としての体裁を整えるよ

りも速報性を持たせることにより，研究・技術の参考として役立つもの．  
・問題の提起・試論およびこれに対する意見．  
・発表の論文・報告あるいは研究ノートに対する補足または修正．   

 

 



 

4.2 投稿原稿の具備すべき条件 
「舗装工学講演会講演集」に掲載された講演原稿を対象とした論文集であることから，講演原

稿に講演会の討議やその後の知見を加え，論文あるいは報告・研究ノートとして適切な内容とし

たものの投稿を受け付ける． 

その他に具備すべき条件として考えられるのは，  
1) 正確であること 

2) 客観的に記述されていること 

3) 内容，記述について十分な推敲がなされていること 

4) 他の論文集，他学協会誌，商業誌へ二重に投稿していないこと 

5) 土木学会論文集特集号（舗装工学）が発刊される時点において，他の論文集，他学協会誌，

商業誌に未発表であること． 

の 5 点が挙げられます．特に 5)に関して，既に発表した内容を含む原稿でも，次のいずれかの項

目に該当する場合は投稿を受付けます．  
i) 新たな知見が加味され再構成されたもの．  
ii) 限られた読者にしか配布されない刊行物，資料に発表された内容をもとに，再構成されたも

の．  
iii) 個々の内容については既に発表されているが，統合することにより価値のある論文・報告あ

るいは研究ノートとなっているもの． 

個々の論文・報告あるいは研究ノートがこれらに該当するか否かの判定は委員会で行います．

この判定を容易にし，また正確を期すため，投稿にあたっては，既発表の内容を含む場合，ある

いは関連した内容の場合には，これまでどの部分を，どの程度，どの刊行物に発表してあるかを

論文・報告あるいは研究ノート中に明確に記述してください．  
なお，一つの論文，報告あるいは研究ノートは，それだけで独立し，完結したものでなければ

ならず，非常に量の多い内容を連載形式で掲載することはできません． 

  
4.3 原稿のまとめ方  

原稿は次のようにまとめてください．  
1) 目的を明示するとともに，重点がどこにあるかが容易にわかるように記述してください．  
2) 既往の研究・技術との関連を明らかにしてください．すなわち，従来の研究・技術のどの部

分を発展させたのか，どの様な点がユニークなのかを示してください．  
3) 原稿は要点をよくしぼり，簡潔に記述してください．例えば，次のような順序で記述すると

よいと考えられます．  
i) 目的  
ii) 方法  
iii) 結果と考察  
iv) 結論  

  
4.4 タイトル，要旨，キーワードおよび E-mail アドレス  

1) 論文・報告・研究ノートの責任著者(corresponding author)は，当該年度の舗装工学講演会で

掲載された投稿論文から変更できません． 

2) 論文・報告あるいは研究ノートのタイトルは簡潔で，その内容を十分に明らかに表現する

ものとしてください．原則として 2 行以内にしてください．長い論文・報告あるいは研究

ノートを分割して，その 1，その 2・・とする連載形式は認められません．また，用語の

後ろに括弧書きを含むような表題については，委員会の判断で修正をお願いすることがあ

ります．  
3) 要旨は，目的と結論がわかるようなものとし，和文論文では和文と英文を，英文論文は英

文で簡潔にまとめ，所定の場所に付けてください．  
4) 内容を十分に表すキーワードを英語で 5 個程度選んで所定の箇所に記入してください．  
5) 筆頭著者と corresponding author は E-mail アドレスを記入してください．  

 

4.5 掲載料 

区分 a)論文，b)報告，c)ノート の掲載にあたって，著者は以下に示す経費を掲載料として負



担していただきます． 

ページ数 掲載料 
1-4 16,500円 
5-6 27,500円 
7-8 44,000円 

9-10 49,500円 

11-20 1ページ当たり11,000円を加算 

注 1) J-Stage に論文を掲載する際に必要な諸費用は別途徴収する．  
 

5. 査読  
5.1 査読の目的  
投稿原稿が，土木学会論文集特集号（舗装工学）に掲載される原稿として，ふさわしいもので

あるかどうかを判定するために査読が行われます．そして，その結果に基づいて登載の可否が決

定されます．査読に伴って見出された疑義や不明な事項について修正をお願いすることがありま

す．ただし，原稿の内容に対する責任は本来著者が負うべきものであり，その価値は一般読者が

判断すべきものであります．また，編集小委員会委員および査読者は別途定める土木学会論文集

の倫理基準に従って論文を審査，査読します． 

5.2 査読員  
査読は委員会の指名した査読員が行います．原則として論文および報告は 3 名，研究ノートは 

2 名の査読員を選定します．  
  
5.3 査読の方法 

5.3.1 評価 
査読にあたり，投稿原稿がいかなる位置づけにあるか，新しい観点からなされた内容を含んで

いるか，研究・技術成果の貢献度が大きいか，等の点について以下の項目に照らして客観的に評

価します．  
(1) 新規性：内容が公知・既発表または既知のことから容易には導き得るものでないこと．例え

ば，以下に示すような事項に該当する場合は新規性があると評価されます．  
a) 主題，内容，手法に独創性がある．  
b) 学会，社会に重要な問題を提起している．  
c) 現象の解明に大きく貢献している．  
d) 技術者の教育・人材の育成に新たな貢献をしている． 

e) 創意工夫に満ちた計画，設計，工事等について貴重な技術的検討，経緯が提示されてい

る．  
f) 困難な研究・技術的検討を成し遂げた貴重な成果が盛られている．  
g) 時宜を得た主題について総合的に整理し，新しい知見と見解を提示している．  

(2) 有用性：内容が工学上，工業上，その他実用上何らかの意味で価値があること．例えば，以

下に示すような事項に該当する場合は有用性があると評価されます．  
a) 主題，内容が時宜を得て有用である，もしくは，有用な問題提起を行っている．  
b) 研究・技術の応用性，有用性，発展性が大きい．  
c) 研究・技術の成果が有用な情報を与えている．  
d) 当該分野での研究・技術の優れた体系化を図り，将来の展望を与えている．  
e) 研究・技術の成果は実務に取り入れられる価値を持っている．  
f) 今後の実験，調査，計画，設計，工事に取り入れる価値がある．  
g) 問題の提起，試論またはそれに対する意見として有用である．  
h) 実験，実測のデータで研究，工事等の参考として寄与する．  
i) 新しい数表，図表で応用に便利である． 

j) 教育企画・人材育成上への取り組みに対する有用な成果を含んでいる． 

(3) 完成度：内容が読者に理解できるように簡潔，明瞭，かつ平易に記述されていること．  
この場合，文章の表現に格調の高さ等は必要としませんが，次のような点についても留意して

評価されます．  
a) 全体の構成が適切である．  
b) 目的と結果が明確である．  



c) 既往の研究・技術との関連性は明確である．  
d) 文章表現は適切である．  
e) 図・表はわかり易く作られている．  
f) 全体的に冗長になっていない．  
g) 図・表などの数が適切である． 

(4) 信頼度：内容に重大な誤りがなく，また読者から見て信用のおけるものであること．  
計算等の過程を逐一たどるようなことは必要としませんが，次のような点についても留意して

客観的に評価されます．  
a) 重要な文献が落ちなく引用され，公平に評価されている．  
b) 従来からの技術や研究成果との比較や評価がなされ，適正な結論が導かれている． 

c) 実験や解析の条件が明確に記述されている．  
 
5.3.2 判定 
上記 5.3.1 での各項の評価をもとに，土木学会論文集特集号（舗装工学）に掲載されるに相応し

い内容であれば登載「可」とし，掲載するほどの内容を含まないと考える場合，および掲載すべ

きでない場合は「否」とします．ただし，5.3.1 での各項の評価のうち，一つでも問題ありと評価

されても「否」とするものではありません．多少の欠点があっても，学術や技術の発展に何らか

の意味で，良い効果を及ぼす内容があるものは登載されるように配慮します．  
以下に示す諸項目は委員会が「否」と判断する基準にしているものです．  

I．誤り  
a) 理論または考えのプロセスに客観的・本質的な誤りがある．  
b) 計算・データ整理に誤りがある．  
c) 現象の解析にあたり，明らかに不相応な理論を当てはめて内容が構成されている．  
d) 都合のよいデータ・文献のみを利用して議論が進められ，明らかに公正でない記述により

原稿が構成されている．  
e) 修正を要する根本的な指摘事項をあまりにも多く含んでいる．  

II．既発表  
a) 明らかに既発表と見なされる．  
b) 連載形式で構成されており独立した論文・報告あるいは研究ノートと認めがたい．  
c) 他人の研究・技術成果をあたかも本人の成果のごとく記述して原稿の基本が構成されてい

る．  
III．レベルが低い  

a) 通説が述べられているだけで新しい知見が全くない．  
b) 多少の有用な資料は含んでいても論文・報告あるいは研究ノートにするほどの価値は全く

見られない．  
c) 論文・報告あるいは研究ノートにするには明らかに研究・技術的検討等がある段階まで進

展していない．  
d) 着想が悪く，当然の結果しか得られていない．  
e) 研究・技術内容が単に他の分野で行われている方法の模倣で，全く意義を持たない．  

IV．内容全体・方針  
a) 政策的な意図，あるいは宣伝の意図が極めて強い．  
b) 極めて偏った先入観にとらわれ原稿全体が独断的に記述されている．  
c) 理論的または実証的な論文，あるいは事実に基づいた報告でなく，単なる主観が述べられ

ているに過ぎない．  
d) 私的な興味による色彩が極めて強く，土木学会論文集特集号（舗装工学）に掲載するには

問題が多い．  
e) 土木学会としての方針，目的に一致していない．  

 

5.3.3 登載の条件 
登載可否の判定は，原則として論文および報告は 3 名，研究ノートは 2 名の査読結果に基づい

て委員会で行います．論文・報告とも，査読員 2 名以上が「登載可」，「軽微な修正が必要」，研究

ノートは査読員 1 名以上が「登載可」，「軽微な修正が必要」であれば，原則としてこの投稿原稿

は登載可となります． 

その際，査読員からの修正意見があれば，委員会で検討したうえで，修正依頼を行います．  



修正意見をはじめとする編集委員会からの意見あるいは連絡に対して著者が十分な回答を行っ

たかどうかは委員会で判断します．必要があれば再査読を行うこともあります．この際十分な回

答が得られていないと判断された場合には，登載不可とすることがあります．なお，個々の原稿

についての査読員名および査読内容は公表しません．  
  
6．投稿原稿と最終原稿  
投稿原稿とは，論文・報告あるいは研究ノートの査読の段階で用いるための PDF ファイル化し

た原稿で，所定の書式に従った完全なものを送付していただきます．  
最終原稿とは，掲載決定後に電子版論文集に格納するために提出する PDF ファイル化した原稿

で，所定の書式に従った完全なものを送付していただきます．委員会はこの最終原稿をプリント

アウトし，冊子版論文集のオフセット印刷に直接かける版下原稿として使用するとともに J-Stage
への掲載原稿とします．  
 
 
 
 
7．原稿の書き方  
7.1 記述言語  

投稿原稿は，十分に推敲してください．記述言語の区分は和文か英文のいずれかに限ります．  
  
7.2 ページ数  

投稿原稿の標準的な上限ページ数と許容される超過ページ数は下表のとおりです． 

  

区分 標準的な上限ページ数 許容される超過ページ数 

論文・報告 10 10 

ノート 4 2 

討議 4 0 

委員会報告 6 4 

 

 

 

 

7.3 著者数  
著者の数に制限はありませんが，不必要に多くしないように配慮してください．  

 

7.4 ページ設定  
投稿原稿は A4 版とします．上辺マージンが 19mm，下方マージンが 24mm，左右マージンが 

20mm とし，2 段組で段幅は 82mm とします（段の間隔は 6mm）．一段あたりの行数は，和文の場

合は 48 行，英文の場合は 56 行を標準とします．一段あたりの文字数は，和文の場合は 25 文字

を標準とします．ページ番号は第 1 ページから連続して付けるものとし，位置は下方に 15mm の
マージンを確保した中央下部とし，フォントは 9 ポイントの Times 等の Roman 体としてくださ

い．投稿原稿の段階では，ページ番号は仮に「1」から順に付けてください．  
和文の場合，本文，著者名，所属，要旨，図表のキャプションは明朝体（英数字は半角で

Roman 体）を用いるものとし，論文タイトル，章や節，項の見出し，「表-1」や「図-2」，「謝

辞」，「付録」，「REFERENCES」の見出しはゴシック(英数字は Arial)を用いるものとします．句

読点はカンマ「，」とピリオド「．」を用いてください．  
英文の場合，本文，著者名，所属，要旨，図表のキャプションは Roman 体を用いるものとし，

論文タイトル，章や節の見出し，「Table 1」や「Figure 2」，「ACKNOWLEDGMENT」，
「APPENDIX」，「REFERENCES」の見出しは Roman の bold 体を用いるものとします．原稿の

第 1 ページは次のような記述方法となります．  
和文・英文原稿とも，最終ページに舗装工学論文集編集小委員会から通知される原稿受理日と

登載可決定日を右詰めで記入します．最初の投稿原稿を用意していただく時点では， ? マークを

挿入してください． 



 

論文集名： 

論文集名は製本時に一括して編集しますので，著者が記載する必要はありません．ただし，報

告，研究ノートの場合は以下の要領でヘッダに投稿区分を明示してください． 

 

タイトル： 

10mm のスペースをとったうえで（上辺マージンと合計で上辺から 29mm の位置），第 1 行目に

タイトルを記載してください（センタリング）．和文の場合は，書体はゴシックで大きさは 20 ポ
イントとします．英文の場合は，書体は Roman の bold 体（すべて大文字）で大きさは 18 ポイ

ントとします．  
 

著者名： 

タイトル行の下 15mm のスペースを確保して，著者名を記載してください．和文では，連名の

場合は「・」で区切って並べ，書体は明朝体としてください．英文では，連名の場合は「, 」で区

切って並べますが，最終著者の前は「and」で繋いでください．書体は Roman 体（姓のみすべて

大文字）としてください．文字の大きさは，和文，英文とも 12 ポイントとします．各著者名の

右肩には所属を表すための番号を付してください．  
 

所属等： 

著者名に 5mm のスペースをあけて，土木学会の会員資格，勤務先，かっこ書きで郵便番号，

住所を記載します．書体は，和文の場合は明朝体（英数字は半角で Roman 体），英文の場合は 

Roman 体とします．著者名に付した番号と対応させてください．文字の大きさは 9 ポイントとし

ます．筆頭著者と corresponding author については，E-mail アドレスをそれらの下に記入してくだ

さい（Roman 体で文字の大きさは 9 ポイント）．  
 

要旨： 

所属等に 10mm のスペースをとって，要旨を記載します．和文の場合は，350 字以内とし，書

体は明朝体（英数字は半角で Roman 体）で文字の大きさは 9 ポイントとします．英文の場合は，

300 ワード以内とし，書体は Roman 体で文字の大きさは 10 ポイントとします．なお，和文の場

合は，文末に 300 ワード以内の英文要旨をつけてください．なお，これらの要旨を記載するに当

たっては，一般的な記述ではなく，得られた研究成果の要点を具体的に述べることに努めてくだ

さい。とりわけ英文要旨は，国外への成果の発信の面で重要であるので，研究の成果がその内容

に十分反映されるようにしてください． 

 

キーワード： 

Key Words という見出しは，要旨に 5mm のスペースをあけて，bold-italic 体で記載します．キ

ーワードは 2 行以内とし，英語で 5 個程度選んで記入してください．書体は italic 体で文字の大

きさは 10 ポイントとします．  
 

以上のタイトル，著者名，所属等，要旨およびキーワードにおいては，1 段組とし本文よりもさ

らに左右 10mm のマージンを確保するものとします．  
 

本文： 

キーワードに 10mm のスペースをあけて，2 段組で記載します．和文の場合は，書体は明朝体

（英数字は半角で Roman 体）で文字の大きさは 10 ポイントとします．英文の場合は，書体は 

Roman 体で文字の大きさは 11 ポイントとします．  
  
7.5 文章および章・節・項  
文章は口語体で基本的に「である調」で統一してください．特に英文もしくは片仮名書きを必

要とする部分以外は，漢字まじりの平仮名書きとしてください．私的な表現，広告，宣伝に類す

る内容の記載はさけてください．  
章，節，項の見出しの数字は左詰めで書き，次のように統一します．これら以外の見出しは用

いないでください．章，節，項の数字はピリオドと括弧も含めて半角にしてください．書体は和



文の場合， Arial ，英文の場合は Roman の bold 体として，章の見出しは 11pt で，それ以外は 

10pt としてください． 

章・・・1.，2.，3.，節・・・(1)，(2)，(3)，項・・・a)，b)，c)  
章，節，項の見出し語は，和文の場合，文字はゴシック，英数字は Arial，英文の場合は Roman 

の bold 体（すべて大文字）とし，章，節，項の見出し語についてはピリオド，括弧のあと全角あ

けて書くようにしてください． 

章の見出しの次行は 1 行空けてください．章と章の間は 2 行，節と節の間は 1 行空けてくださ

い．また，謝辞や参考文献の前は 1 行空けてください． 
 

7.6 式および記号  
式や図に使われる文字，記号，単位記号などは，できるだけ常識的な記号を使い，必要に応じ

て記号の一覧表を付録として付けてください．数式はできるだけ簡単な形でまとめて，式の展開

や誘導の部分を少なくして文章で補ってください．式を書く場合には，数式エディタを用い，本

文中の記号も数式と同じものを使用してください（数式および本文中の記号（変数）は Roman の 

italic 体とします）．数式の記号が最初に現れる箇所に記号の定義を文章で表現して使ってくださ

い．また，同一記号を二つ以上の意味で使うことは避けてください．文字の大きさおよびは本文

と同じにしてください．  
  
7.7 単位系  
単位は SI 単位を使用してください．このとき，分母に接頭辞を用いる単位は，できるだけ他

の単位に置き換えてください．たとえば，圧力・応力の単位である N/mm2 は MPa に，ラフネス

の単位などに使用される m/km は mm/m にします．  
  
7.8 図，表，写真  
(1) 本文が和文であっても， 図，表，写真の表題および図中の文字は，英語を使用してもかまいま

せん．  
(2) 図，表，写真は，それらを最初に引用する文章と同じページに置くことを原則とし，そのペー

ジの上部か下部にまとめるようにレイアウトしてください．図，表，写真の横（余白）には本

文は組込まないでください．  
(3) 図，写真についてはカラーも可能です．この場合，モノクロでプリントした場合でも内容が判

別できるように注意してください．解像度の目安としては，モノクロ画像で 1200dpi，カラー

／グレースケール画像で 300dpi を推奨します．あまり解像度を大きく設定しますと，著しく

ファイルサイズが大きくなりますのでご注意ください．  
(4) 図，表，写真を他の著作物から引用する場合は，出典を必ず明記するとともに，事前に原著者

の了承を得てください．  
(5) 図の製図方法は，原則として「土木製図基準」（土木学会編）を参照してください．仕上がり

を考えて線の太さや文字の大きさに注意してください．文字は，仕上がりで 1.5～2mm となる

のが標準で，また，記号類は小さすぎないように少し大きめに描くようにしてください．  
  

7.9 機種依存文字（環境依存文字）  
原稿を電子ファイルで閲覧したとき（「9．最終原稿の作成について」参照）にいかなる閲覧環

境においても正しく表示されるように，機種依存文字（環境依存文字）の使用は避けてくださ

い．  
よく使用される機種依存文字の代表的な例は，以下のとおりです．丸付き数字：

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩など半角カタカナ：ｱｲｳｴｵｶｷｸｹｺ・・・など  
全角のローマ数字：ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩなど  
括弧囲み文字：（株）（代）（有）など 

複数の文字を全角 1 文字に集約した単位記号：㎜ ㎝ ㎞ ㎎ ㎏ ㏄ ㎡など全角の数式記号：≒ 
≡ ∫ ∮ ∑ √ ⊥ ∠ ∟ ⊿ ∵ ∩ ∪など  
片仮名で書かれた全角の単位：㍉ ㌔ ㌢ ㍍ ㌘ ㌧ ㌃ ㌶ ㍑ ㍗ ㌍ ㌦ ㌣ ㌫ ㍊ ㌻  

  
7.10 参考文献・注釈など 
 参考文献は入手可能なものに限り，投稿中の論文などは引用しないでください． 



また，登載可となった論文は電子ジャーナルとして公開され，論文中の参考文献についてはクロ

スリファレンス機能が個別に付加されます．参考文献のリンク間違いを防ぐために，以下に示す

書式や記載場所等に関する注意事項を必ず守ってください。 
1) 参考にした文献は引用順に番号をつけて本文末の REFERENCES にまとめて記載し，本文中

にはその番号を右肩上に示して文末の文献と対応させること． 
2) REFERENCES には，論文登載後に時間が経過しても入手可能なものだけを挙げること．イ

ンターネット上のホームページについても，半永久的にたどれるものに限る．私信なども含

めそれ以外は，本文末の REFERENCES に挙げずに NOTES で示すこと． 
3) REFERENCES の書き方は，著者名，論文名，雑誌名（書名），巻号，ページ，発行年の順に

記入すること．英文の雑誌の場合は，姓，イニシャルとする．著者数が多い場合でも文献リ

ストには全ての著者名を記載すること．ただし，本文中で引用する場合には，3 名以上の場

合に限り，第一著者のみを書き，あとを“ほか”もしくは“et al”などと省略してもよい．単行

本の場合は，著者名，書名，ページ，発行所，発行年とする．英文の単行本の場合は，書名

は各単語とも頭文字は大文字とする．雑誌名，書名はイタリック体にする． 
4) 既往研究としての REFERENCES 以外に，根拠資料や史的研究の資料としての文献を示す場

合には，REFERENCES とは別に引用箇所でこのように注 1) 上付き文字で指示し，NOTES  と
して REFERENCES  の前にリストを示すこと． NOTES  には本文に対するその他の文末注も

含めることができる．そのため NOTES の書式は，本文に補足すべき十分な情報を含めれば

特に規定をしないものとする．ただし，根拠資料や史的研究の資料としての文献以外の

NOTES はできるだけ避け，本文中で説明をするか，もしくは本文の流れと関係ない場合に

は付録として本文末尾に置くこと． 
5) REFERENCES の文献は英語表記とし，和文の場合は [ ] 内に英文併記とする． 
6) NOTES は文献通りの表記とする．詳細については以下の記入例を参考にすること． 
 
【REFERENCES と NOTES の記入例】 
NOTES 
注1) 1933（昭和 8）年 7 月 20 日発都第 15 号地方長官・都市計画地方委員会長宛内務次官通牒

「都市計畫調査資料及計畫標準ニ關スル件」． 
注2) 街路計画を初めて決定した 1947 年以降の都市計画資料は高山市に保存されているが，1934 

年および 1936 年の初期都市計画に関する理由などを示す計画資料は，管見の限り遺ってい

ないか存在しない． 
注3) International Town Planning Conference Amsterdam, PartⅡReport pp.55-56, 1924. 
注4) 田村剛『現代都市の公園計畫』内務省衛生局，1921.4. 
注5) 『大名田町々勢要覧』（大名田町，1936）に掲載される《大名田町市街部之圖》． 
注6) 庭園協会『庭園』4（3），p.31，1922.3． 
注7) 直井佐兵衛「山都高山」（『都市問題』東京市政調査会，第二十四巻，第一号，pp.63-65，

1937.1）． 
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7.11 その他 
 投稿原稿の詳しい書き方は「土木学会論文集投稿用原稿作成例」に従ってください． 
 

8．査読意見に対する原稿の修正の仕方  
委員会からの査読意見に基づいて投稿原稿を修正し，修正原稿を提出する場合には以下のこと

を遵守してください．不備がある場合は再修正あるいは登載不可の取り扱いになるので，注意し

てください．  
(1) 投稿システムにおいて，各修正意見に対して必ず一つずつ修正の有無，修正方法等を記述し

てください．修正意見に従わない場合には，その理由も明記してください．  
(2) 修正意見に基づいて修正を行う際には，大幅な内容の修正がないようにしてください．加筆

する場合は必要最小限にとどめてください． 
 

9．最終原稿の作成について  
投稿された原稿の掲載が決定した後に，最終原稿を PDF ファイルで提出していただきます．  

  

10. 共同著者の責任と著作権  
共同著作された論文の著作権は，著作がなされた時点で氏名が掲げられた複数の著者に共有さ

れることになります．このため，安易な著者名の表示変更（著者の順番，corresponding author の変

更を含む）は認められません．したがって，査読中に著者表示に関わる重大な変更があった場合

には，論文は取り下げの措置となります．  
 

 

11. 著作権の帰属（譲渡）  
論文集への掲載が決定した時点で，土木学会へ著作権を帰属（譲渡）していただきます．した

がって，論文集に掲載された著作物の著作権（著作権法第 27 条，第 28 条に定める権利を含む）

は土木学会に帰属（譲渡）することになります．  
著作者自らが，著作物の全文，または一部を複製・翻訳・翻案などの形で利用する場合には，

土木学会は原則として，その利用を妨げるものではありません．ただしインターネットのウェブ

ページなどに全文を登載する場合は，土木学会へ通知していただきます．  
一方，土木学会が第三者から，著作物の全文または一部の複製利用（翻訳として利用する場合

を含む）の申し込みを受けたときには，特に不適切とみなされる場合を除き，土木学会の判断で

これを許諾することとします．この場合，学会は著作者に著作物利用の概要を通知いたします．  
  
12. その他  
個々の原稿についての査読員名および査読内容は公表しないとともに，問合せに対しても一切応

じません．投稿原稿の採否に関しては，舗装工学論文集編集小委員会ウェブページをご覧いただ

き，編集作業進捗の目安にしてください．  
 

以上  

   


